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新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
と
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
次

期
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

目
標
の
議
論
が
今
年
か
ら
本
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格
化
す
る
。
原
油
価
格
の
高
騰
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
、
現

行
の
第
６
次
計
画
が
策
定
さ
れ
た
３

年
前
か
ら
は
情
勢
が
大
き
く
変
わ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
依
存
し
て

い
る
経
済
の
危
う
さ
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
▼
こ
こ
数
年
の
日
本
の
電
源

構
成
は
、
地
球
温
暖
化
の
最
大
の
原

因
と
い
わ
れ
る
石
炭
火
力
へ
の
依
存

が
続
く
一
方
で
、
温
暖
化
対
策
の
決

め
手
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
伸
び
悩
み
、
水
力
を
含
め
て
約
２

０
％
と
中
国
よ
り
も
低
い
。
原
発
の

発
電
比
率
は
７
％
程
度
で
、
２
０
３

０
年
度
に
２
０
～
２
２
％
に
す
る
目

標
の
達
成
が
困
難
な
こ
と
は
明
白
だ

▼
原
発
が
集
中
立
地
す
る
日
本
海
側

を
襲
っ
た
今
回
の
大
地
震
と
津
波
は

原
発
の
リ
ス
ク
や
事
故
発
生
時
の
避

難
の
難
し
さ
を
示
し
た
。
設
計
上
の

想
定
を
超
え
た
揺
れ
や
深
刻
な
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
志
賀
原
発
の
廃
炉

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の
原

発
を
廃
炉
に
す
る
時
だ
ろ
う
▼
環
境

省
に
よ
れ
ば
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
」
を
表
明
し
た
自

治
体
は
島
根
県
、
松
江
市
、
出
雲
市
、

江
津
市
、
隠
岐
の
島
町
な
ど
を
含
む

１
０
１
３
自
治
体
（
４
６
都
道
府
県
、

５
７
０
市
、
２
２
特
別
区
、
３
２
７

町
、
４
８
村
）
に
達
し
て
い
る
（
昨

年
１
２
月
２
８
日
時
点
）。
同
省
の
調

査
で
も
再
エ
ネ
の
潜
在
量
は
現
在
の

電
力
使
用
量
の
５
～
７
倍
に
も
な
る

と
さ
れ
て
い
る
▼
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

の
普
及
は
「
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
、「
未

来
へ
の
投
資
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

再
エ
ネ
普
及
を
妨
げ
る
原
発
頼
み
を

や
め
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
へ
の
大
胆

な
投
資
を
進
め
、
新
た
な
雇
用
を
つ

く
る
こ
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
持

続
可
能
な
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
も

豊
か
な
可
能
性
の
あ
る
道
だ
。（
遠
） 

日
本
共
産
党
東
部
地
区
委

員
会
は
２
１
日
、
新
春
決
起

集
会
を
開
き
ま
し
た
。 

党
大
会
に
初
参
加
し
た
、

む
ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根
１

区
予
定
候
補
は
、
全
党
の
科

学
的
英
知
と
多
く
の
感
動
、

未
来
へ
の
ロ
マ
ン
あ
る
決
意

で
練
り
上
げ
ら
れ
た
大
会
決

議
と
党
の
政
策
に
は
希
望
が

あ
る
と
訴
え
、「
多
く
の
人
と

つ
な
が
り
、『
一
緒
に
政
治
を

変
え
て
い
こ
う
』
と
呼
び
か

け
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
党
大
会
に
参
加
し
た

上
代
善
雄
県
委
員
長
、
向
田

聡
安
来
市
議
、
橘
ふ
み
松
江

市
議
も
訴
え
ま
し
た
。 

尾
村
利
成
県
議
は
、
能
登

半
島
地
震
の
被
災
・
被
害
状

況
に
ふ
れ
、「
県
民
の
命
と
安

全
が
守
れ
な
い
中
で
、
島
根

原
発
２
号
機
を
再
稼
働
し
、

原
発
事
故
が
起
き
れ
ば
人
災

だ
。
県
政
は
原
発
ゼ
ロ
を
決

た
ち
と
団
結
し
「
悪
政
に
立

ち
向
か
う
党
の
力
を
大
き
く

し
、
勝
利
を
遂
げ
る
年
に
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

決意を述べる、むらほ衆院島根１区予定候補（松江市） 

オンラインで、来たるべき総選挙の躍進へ決意を固め合う参加者

（オンライン） 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
は
９

日
、
来
た
る
べ
き
総
選
挙
の

躍
進
を
期
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
決
起
集
会
を
開
き
ま
し

た
。 仁

比
聡
平
参
院
議
員
、
大

平
よ
し
の
ぶ
・
垣
内
京
美
の

両
衆
院
中
国
比
例
予
定
候
補

が
あ
い
さ
つ
し
、
新
年
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
中

国
５
県
の
小
選
挙
区
予
定
候

補
も
決
意
を
述
べ
、
む
ら
ほ

え
り
こ
衆
院
島
根
１
区
予
定

候
補
も
訴
え
ま
し
た
。 

大
平
氏
は
能
登
半
島
地
震

被
災
者
の
救
援
や
劣
悪
な
避

難
所
の
改
善
と
と
も
に
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
の
法
整

備
拡
充
が
必
要
だ
と
表
明
。
被

爆
者
と
市
民
の
粘
り
強
い
た

た
か
い
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
結
実
し
、
核
廃
絶
を
前
に
進

め
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、「
来
年

の
被
爆
８
０
年
を
前
に
再
び

国
会
へ
駆
け
上
が
り
た
い
」
と

発
言
し
ま
し
た
。 

垣
内
氏
は
、
経
済
再
生
プ
ラ

ン
の
懇
談
や
若
い
世
代
、
真
ん

中
世
代
に
届
く
対
話
を
広
げ
、

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
た

い
と
語
り
ま
し
た
。 

仁
比
参
院
議
員
は
、
貧
困
や

格
差
拡
大
の
一
方
、
金
権
ま
み

れ
で
戦
争
へ
の
道
に
突
き
進

む
政
治
の
も
と
で
苦
し
む
人

断
す
べ
き
」
と
強
調
。
岩
田

剛
地
区
委
員
長
は
「
対
話
や

宣
伝
、
集
い
と
一
体
に
強
く

大
き
な
党
を
」
と
呼
び
か
け
、

参
加
し
た
約
８
０
人
が
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。 

県
議
会
防
災
地
域
建
設
委

員
会
で
１
２
日
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
県
議
は
、
最

大
震
度
７
、
最
大
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
・
６
を
観

測
し
た
石
川
県
能
登
半
島
地

震
で
「
未
知
な
る
海
底
活
断

層
が
動
き
、
複
数
の
活
断
層

の
連
動
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
の
専
門
家
の
指
摘

を
紹
介
。
さ
ら
に
、
政
府
の

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が

２
０
１
６
年
に
島
根
県
東
部

地
域
で
Ｍ
６
・
８
以
上
の
地

震
が
今
後
３
０
年
以
内
に
発

生
す
る
確
率
は
４
０
％
と
す

る
長
期
評
価
を
公
表
し
、
１

７
年
に
は
島
根
原
発
直
下
を

走
る
宍
道
断
層
は
Ｍ
７
級
以

上
の
大
地
震
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
「
主
要
活
断

層
帯
」
に
追
加
し
た
と
述
べ

た
上
で
、
県
は
地
震
被
害
想

定
調
査
（
１
２
年
）
で
宍
道

断
層
の
長
さ
を
２
２
㌔
と
想

定
し
て
い
た
が
、
現
在
は
３
９

㌔
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
▽
宍
道
断
層
が
同
一
線
上

の
鳥
取
沖
断
層
（
９
８
㌔
）
と

連
動
し
た
際
の
被
害
想
定
の

実
施
▽
宍
道
断
層
近
傍
の
土

砂
災
害
危
険
箇
所
（
１
２
３
６

カ
所
）
の
整
備
▽
多
数
の
家
屋

倒
壊
が
発
生
す
る
原
発
震
災

時
の
避
難
計
画
の
再
検
証
▽

現
在
２
日
分
を
目
標
と
す
る

防
災
備
蓄
物
資
計
画
の
見
直

し
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

森
本
敬
史
防
災
部
長
は

「
様
々
な
こ
と
を
検
証
し
た

い
」
と
述
べ
、
五
十
川
泰
史
土

木
部
長
は
「
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

両
面
の
対
策
を
講
じ
た
い
」
と

応
じ
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
「
未
知
な
る
活
断

層
が
あ
る
も
と
で
島
根
原
発

２
号
機
再
稼
働
同
意
は
撤
回

す
べ
き
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

１月２７日（土）10:00～11:30 
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